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第 1部の演習問題ポイント解説

問題 1）

（1）並べ替えのポイント

❶	並べ替えは、「その他」以外の表範囲「A4：B11」を選択しておき、［ホ
ーム］タブの［編集］グループの［並べ替えとフィルタ］から［ユーザ
ー設定の並べ替え］を選択します。

❷	［先頭行をデータの見出しとして使用する］にチェックを入れます。［最
優先されるキー］に［売上高（百万円）］を指定し、［順序］を［降順］
に変更して、［OK］ボタンをクリックします。

付録（Web版）

◆図W1-1　［ユーザー設定の並べ替え］を選択



� 付録（Web版）　演習問題のポイント解説

（2）累積と累積比率の算出

❶	売上高の降順に並べ替わったら、累計と累計比率の列を追加します。

◆図W1-2　［並べ替え］ダイアログボックス

◆図W1-3　並べ替えられたデータ
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❷	図W1-5 のような計算式を用いて、累計と累計比率を算出します。

（3）パレート図の作成手順

1）累計比率に 1行追加し、「0」を入力。
2）2-D 棒グラフを作成。
3）横線を消すために、［レイアウト 8］を適用
4）累計比率の棒グラフを、マーカー付き折れ線グラフに変更。
5）第 2縦軸を表示させる。
6）軸の値、目盛の種類、軸との交点などを変更する。
7）第 2横軸を表示させ、軸位置を目盛にする。

◆図W1-4　累積と累積比率の式

◆図W1-5　累積と累積比率の値
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問題 2）

（1）基本統計量の出力

［入力範囲］には国語から五科目合計のデータ範囲を指定します「B3：
G20」。［先頭行をラベルとして使用］と、［統計情報］にチェックを入れて、
［OK］ボタンをクリックします。

新しいシートに基本統計量が出力されます。小数点以下は第 2位までに調整
します。

五科目のうち平均値が一番高いのは国語で 65.88 点、一番低いのは数学で
50.76 点となっています。また全体のばらつきを示す標準偏差が一番大きいの
は数学で 23.47、小さいのは英語で 13.67 です。もっとも頻繁に出る値を示す
最頻値が一番高いのは英語で 64.00 点、一番低いのは数学の 32.00 点です。

◆図W1-6　［基本統計量］ダイアログボックス

◆図W1-7　基本統計量
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数値だけで各教科の特徴を捉えることは難しいので、以下に参考としてヒス
トグラムを掲載します。皆さんも確認のためにヒストグラムを作成してみてく
ださい。

◆図W1-8　ヒストグラム
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第 2部の演習問題ポイント解説

問題 1）

（1）

❶	最適な回帰式を求めるためには、まず、すべての説明変数を用いて回帰
分析を実行します。［データ］タブの［分析］グループからから［データ
分析］を選択し、一覧より［回帰分析］を選択して、［OK］ボタンをク
リックします。

❷	［入力Y範囲］は被説明変数 yの賃料の列「I2：I87」、［入力X範囲］に
はすべての説明変数 xの「B2：H87」を範囲指定します。［ラベル］にチ
ェックを入れて［OK］ボタンをクリックします。

❸	回帰分析の結果が新しいシートに出力されます。最適な説明変数の組み
合わせを見つけるために説明変数選択規準 Ru値を比較します。セル B9
に Ruを算出する式

	 　=1-(1-B4^2)*(B8+B12+1)/(B8-B12-1)

	 を入力します。
	 危険率の高い説明変数から削除します。P- 値の一番高い「バス」のデー

◆図W2-1　［回帰分析］ダイアログボックス
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タを元データから削除して、2回目の回帰分析を実行します。2回目以
降、同じ操作を繰り返します。

❹	全 7 回の回帰分析の実行結果より出力された Ru値を比較します。

◆表W2-1　全 7回の回帰分析の実行結果

回目 専有面積 階 バス 歩 敷金 礼金 築年数 Ru

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0.768

2 ○ ○ - ○ ○ ○ ○ 0.772

3 ○ ○ - - ○ ○ ○ 0.774

4 ○ - - - ○ ○ ○ 0.777

5 ○ - - - ○ - ○ 0.765

6 ○ - - - - - ○ 0.747

7 ○ - - - - - - 0.633

Ru値が最大になるのは 4回目の結果で、賃料に影響を与えていると思われ
る説明変数は「専有面積」「敷金」「礼金」「築年数」となります。回帰分析の
結果は次のようになります。

◆図W2-2　回帰分析結果
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賃料 yを表す回帰式は次のようになります。

賃料 y = 2.60 + 0.16×「専有面積」+ 0.53×「敷金」+ 0.56×「礼金」
- 0.08×「築年数」

（2）

要因分析を行い、賃料に影響を与えている要因の影響度（t -値）を求めて
ください。なお、小数点第 2位以下を四捨五入してください。

❶	最適な回帰式を求めた回帰分析の実行結果で t- 値を比較します。値をそ
のまま棒グラフにします。

◆図W2-3　回帰分析結果

◆図W2-4　棒グラフ
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賃料 yにもっとも影響を与えているのは、専有面積であることがわかりま
す。影響度は正の値なので、専有面積が広くなればなるほど賃料が高くなるこ
とがわかります。次に影響度が高いのは築年数です。しかし値が負のため築年
数が増えれば増えるほど、賃料は安くなります。古い物件ほど安いという関係
になります。

問題 2）

❶	まず、売上高の推移にどのような傾向があるのかを調べるために、デー
タから折れ線グラフを作成してみます。

	 グラフから日曜日や祝日に売上が増加している傾向が見られます。また、
月末のセールがあった日には特に売上増となっています。実際に売上に
影響を与えているのはどの要因なのかを検証します。曜日、天候、セー
ルの有無を要因と考えて回帰分析を行います。

❷	曜日、天候、セールの有無のデータはすべて定性的なデータとなってい
ます。このデータで回帰分析をそのまま実行することはできません。定
性的なデータは、ダミー変数に変換する必要があります。

◆図W2-5　折れ線グラフ
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	 曜日列の右側に新たな列を挿入します。日曜・祝日は同じと判断して、
ここでは「日・祝」「月」「火」「水」「木」「金」「土」の 7列を作成し、
該当しているセルに「1」を、そうでないセルに「0」を入力していきま
す。

	 天候は、「曇り」「晴」「雨」の 3列を作成します。セールの有無は、「セ
ールあり」「セールなし」の 2列を作成します。右端列に外的基準 y「売
上高」データを配置します。

❸	このままのデータでは、回帰分析実行時にエラーが発生します。元の定
性的データが入っている列をすべて削除します（列 C、K、O）。また、
ダミー変数に変換した列からも 1列削除します。まずファーストトライ
として、「水」曜日と「雨」と「セールなし」に該当する列を削除しま
す。

◆図W2-6　ダミー変数への変換



11第 2部の演習問題ポイント解説

❹	このデータで回帰分析を実行します。

◆図W2-7　ファーストトライのデータ

◆図W2-8　［回帰分析］ダイアログボックス
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	 ［入力 Y範囲］に売上高のデータ範囲「L2：L33」、［入力X範囲］に日・
祝からセールありまでのデータ範囲「C2：K33」を指定します。ラベル
を含めたので［ラベル］に忘れずチェックを入れます。最後に［OK］ボ
タンをクリックします。

❺	「水」曜日と「雨」と「セールなし」に該当する列を削除したファースト
トライでは、曜日の係数にマイナスのスコアが出てしまったため、カテ
ゴリスコアが最低である「木」曜日のデータを削除し直して、再度リト
ライの回帰分析を実行します。

◆図W2-9　リトライの回帰分析結果
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❻	カテゴリスコアがすべて正の値となりました。

◆図W2-10　「木」を削除

◆図W2-11　回帰分析結果
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この結果から売上高 yを表す式を求めることができます。

55248.82（日・祝）

（切片） 47342.87（月） 29798.93（晴） 174532.05（セールあり）

売上高 y = 108902.80 + 1597.33 （火） + 12237.41（曇り）+ 0 （セールなし）

32179.38（水） 0 （雨）

0 （木）

11212.11（金）

22466.13（土）

またこの結果からアイテムの影響度を比較します。アイテムの影響度の比較
は、カテゴリスコアのレンジ（最大値－最小値）の値で行います。

◆表W2-2　カテゴリスコアのレンジ

曜日 天候 セール

カテゴリスコアの最大値 55248.82 29798.93 174532.05

カテゴリスコアの最小値 0 0 0

レンジ 55248.82 29798.93 174532.05 

セール、曜日、天候の順に売上に影響を与えていることがわかります。
同じアイテム内でどのカテゴリの影響度が高いかを比較するには、カテゴリ

スコアをそのまま用いて大小の比較をします。削除したカテゴリスコアは 0と
なります。

◆図W2-12　アイテムの影響度
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■曜日

日・祝の次は意外に月曜日に売上高が上がることがわかります。

■天候

晴、曇り、雨の順に影響を与えていることがわかります。

◆図W2-13　曜日の棒グラフ

◆図W2-14　天候の棒グラフ
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■セール

セールがあるときに売上が高くなることがわかります。

第 3部の演習問題ポイント解説

問題 1）

❶	アンケートの解析を行うため、Excel で回帰分析が実行できるようにデ
ータを加工します。定性的なデータである要因 xをダミー変数（0, 1）に
置き換え、各水準の末尾を 1列ずつ削除します。ここまでの作業は、第
3部第 9章 9-4 節と同様ですので確認してください。

	 図 9-5 で、外的基準 yに該当する平均点のデータを男性の結果と、女性
の結果にそれぞれ変更して利用すると便利です。

16

◆図W2-15　セールの棒グラフ
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❷	まず、上の男性のみの回答結果で 1回目の回帰分析を実行します。結果
は次のようになります。

◆図W3-1　男性のみのデータ 1回目

◆図W3-2　男性のみの回帰分析結果 1回目
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❸	回帰係数がマイナスの水準が出ているので、それぞれの要因内で回帰係
数が最小の値となった水準を再度削除し直して、2回目の回帰分析を実
行します。結果は次のようになります。

◆図W3-3　男性のみのデータ 2回目

◆図W3-4　男性のみの回帰分析結果 2回目
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❹	この結果から満足度を表す回帰式を作成します。削除した水準のスコア
はすべて 0となります。

＜カバー＞ ＜データ入手＞ ＜著者＞ ＜内容＞
［ 0    ］
（ハード）

［ 0    ］
（FDD）

［ 0    ］
（大学教授）

［ 0    ］
（理論的）

満足度 =［ −0.38 ］+ ［ 0.45  ］
（ソフト）

+ ［ 1.04  ］
（ダウンロード）

+ ［ 0.36  ］
（研究者）

+ ［ 3.13  ］
（事例中心）

［ 2.03  ］
（CDROM）

［ 1.46  ］
（実務家）

［ 3.39  ］
（理論と事例）

＜ページ数＞ ＜ Excel 操作＞ ＜価格＞ ＜イラスト＞
［ 0    ］
（200）

［ 0.26   ］
（簡潔に）

［ 0    ］ 
（2000 円）

［ 0    ］
（豊富に）

　　　　　 + ［ 0    ］
（250）

+ ［ 0    ］
（詳細に）

+ ［ 0.31   ］
（1900 円）

+ ［ 0.21  ］
（ほどほどに）

［ 0.26  ］
（150）

［ 0.57   ］
（1800 円）

❺	要因分析を行って要因の影響度を比較します。回帰係数のレンジの値（最
大値－最小値）を算出します。棒グラフにして、影響度ベスト 3のアイ
テムを確認します。

❻	影響度ベスト 3のアイテムと影響度は次のようになります。

1

2
3　

◆図W3-5　影響度の棒グラフ
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◆表W3-1　影響度

ベスト 1 ベスト 2 ベスト 3
男性 内容：3.39 データ入手：2.03 著者：1.46

❼	同様に、女性のみの結果で分析を行います。

◆図W3-6　女性のみのデータ 1回目

◆図W3-7　女性のみの回帰分析結果 1回目
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❽	2 回目の回帰分析の結果は次のようになります。

◆図W3-8　女性のみのデータ 2回目

◆図W3-9　女性のみの回帰分析結果 2回目
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❾この結果から、満足度を表す式は次のようになります。

＜カバー＞ ＜データ入手＞ ＜著者＞ ＜内容＞
［ 0    ］
（ハード）

［ 0    ］
（FDD）

［ 0    ］
（大学教授）

［ 0    ］
（理論的）

満足度 =   ［ 0.03 ］ + ［ 0.97  ］
（ソフト）

+ ［ 0.31  ］
（ダウンロード）

+ ［ 1.15  ］
（研究者）

+ ［ 1.56  ］
（事例中心）

［ 1.04  ］
（CDROM）

［ 1.15  ］
（実務家）

［ 3.54  ］
（理論と事例）

＜ページ数＞ ＜ Excel 操作＞ ＜価格＞ ＜イラスト＞
［ 0    ］
（200）

［ 0    ］
（簡潔に）

［ 0    ］ 
（2000 円）

［ 0.42   ］
（豊富に）

　　　　  + ［ 0.21  ］
（250）

+ ［ 1.15   ］
（詳細に）

+ ［ 0    ］
（1900 円）

+ ［ 0    ］
（ほどほどに）

［ 0.21  ］
（150）

［ 0.10   ］
（1800 円）

❿	要因分析を行って要因の影響度を比較します。回帰係数のレンジの値（最
大値－最小値）を算出します。棒グラフにして、影響度ベスト 3のアイ
テムを確認します。

影響度ベスト 3のアイテムと影響度は次のようになります。

1

2 2 3　

◆図W3-10　影響度の棒グラフ
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◆表W3-2　影響度

ベスト 1 ベスト 2 ベスト 3
女性 内容：3.54 著者：1.15

Excel 操作：1.15
データ入手：1.04

男性と女性の影響度順位を比較します。

◆表W3-3　男性と女性の影響度順位の比較

　 男性 女性
カバー 5 5
データ入手 2 4
著者 3 2
内容 1 1
ページ数 6 7
Excel 操作 7 2
価格 4 8
イラスト 8 6

男性、女性とも「内容」を最重視していることがわかります。「データの入
手方法」については、男性の方が女性よりも重視しているようです。

【男女別　著者　要因分析】

「著者」については、男性は特に実務家を、女性は研究者と実務家を同じぐ
らい好むことがわかります。

◆図W3-11　男性
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【男女別　Excel の操作説明　要因分析】

女性の影響度順位が 2位の「Excel の操作説明」については、水準の影響度
をカテゴリスコアでより詳しく比較すると、女性は詳細な説明を必要としてい
るのに対し、男性は簡潔な説明でよいという結果がわかります。

◆図W3-12　女性

◆図W3-13　男性
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問題 2）

❶	社交性、流行敏感、経済力のデータが説明変数 x、携帯電話の有無が外
的基準 yとなります。定性的データである外的基準 yを回帰分析が実行
できるようにダミー変数（0, 1）に置き換えます。

◆図W3-14　女性

◆図W3-15　ダミー変数への置き換え



26 付録（Web版）　演習問題のポイント解説

❷	このデータで回帰分析を実行した結果は次のようになります。

 	 3 つの説明変数をすべて取り入れた結果で、説明変数選択規準 Ruを算出
すると 0.383 となりました。

	 説明変数で危険率の高いものを順に削除して、より Ruが最大となる組
み合わせを見つけます。ここでは、経済力の P- 値がもっとも高いので、
説明変数 xから経済力を削除して、2回目の回帰分析を実行します。

◆図W3-16　回帰分析結果

◆図W3-17　データ 2回目
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❸	P- 値が最大となる「流行敏感」を削除して、「社交性」のみを説明変数
として最後の回帰分析を実行します。

◆図W3-18　回帰分析結果 2回目

◆図W3-19　回帰分析結果最後
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❹	Ruの値を比較すると、2回目の結果が最適であるとわかります。

◆表W3-4　Ruの比較

説明変数
社交性 流行敏感 経済力 説明変数の数 

= 回帰の自由度 
（ウ）

Ru 最適

1 回目 ○ ○ ○ 3 0.383

2 回目 ○ ○ ― 2 0.443 ◎

3 回目 ○ ― ― 1 0.442

	 2 回目の回帰分析の実行結果から携帯の有無を判別する判別モデル式を
求めます。

y（携帯の有無）= -0.88（y切片）+ 0.30×「社交性」+ 0.13×「流行敏感」

	 となります。

❺	このモデル式の判別率を求めます。推定値で判別率を確認するには、回
帰分析の実行時に「残差」を合わせて出力すると便利でした。

◆図W3-20　判別モデル式を求める
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	 残差出力は次のようになります。

	 携帯ありを 1、なしを 0としたので、1と 0 の中間の値 0.5 を境界にして
推定値が 0.5 以上をあり、0.5 以下をなしと判断します。

	 実測値と推定値を比較すると、10 件とも正判別となりました。したがっ
て、推定値の判別率は

	 正判別率（％）=正判別数 /全体× 100 = 10/10 × 100 = 100％

	 となります。

◆図W3-21　［回帰分析］ダイアログボックス

◆図W3-22　残差出力


